両面印刷

年    月    日提出
2010年度　経済学研究科博士後期課程学生研究業績
	氏　　名
	
	生年月日
	           年    月    日 生

	学籍番号
	
	専　　修
	

	E-mail
	
	電話番号
	

	

	所属研究領域名*
	

	(主)指導教員
	
	㊞
	副指導教員*
	
	㊞


*は、2006年度以降の入学者がご記入下さい。

（注）本報告は毎年度ご提出ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．学術論文（２０１０年４月１日　～２０１１年３月３１日）
	出版済・出版決定・投稿中・執筆済み未投稿の別
	出版済及び，掲載決定論文の査読の有無
	現在から順に発表年次をさかのぼり記入。

著者（全員の氏名を論文等と同一の順番で記載）、題名、掲載誌名、発行所、巻号、pp開始頁-最終頁、発行年(西暦)の順に記載。

本報告書作成者の氏名に下線を付す。

	記入例

掲載決定
	記入例

査読あり
	記入例

早稲田太郎，早稲田花子，「題名」，『掲載誌名』，○○出版，○巻○号，pp. 123-145，2009年．

	
	
	


２．著書（２０１０年４月１日　～２０１１年３月３１日）
	現在から順に発表年次をさかのぼり記入。
著者（全員の氏名を著書等と同一の順番で記載）、著書名、出版社名、発行年の順に記載。本報告書作成者の氏名に下線を付す。

	記入例

早稲田太郎，早稲田花子，『著書名』，○○出版，2009年．

早稲田太郎，「執筆した章の題名」，早稲田花子 編『書名』○章，pp. 123-145，2008年．

	


３．国際会議における発表（２０１０年４月１日　～２０１１年３月３１日）
	口頭・ポスターの別
	審査の有無
	現在から順に発表年次をさかのぼり記入。
著者（全員の氏名を論文等と同一の順番で記載）、題名、発表した学会名、場所、月・年の順に記載。
発表者に○印を付し、本報告書作成者の氏名に下線を付す。

	記入例

口頭発表
	記入例

審査あり
	記入例

○Ichiro Waseda, and Taro Waseda，論文タイトル，学会名，Paris，France，July，2009.

	
	
	


４．国内学会における発表（２０１０年４月１日　～２０１１年３月３１日）
	口頭・ポスターの別
	審査の有無
	現在から順に発表年次をさかのぼり記入。
著者（全員の氏名を論文等と同一の順番で記載）、題名、発表した学会名、場所、月・年の順に記載。
発表者に○印を付し、本報告書作成者の氏名に下線を付す。

	記入例
ポスター発表
	記入例

審査あり
	記入例

○早稲田太郎，「題名」，○○学会，大阪，2008年10月．

	
	
	


５．項目３・４該当以外の発表（２０１０年４月１日　～２０１１年３月３１日）
	口頭・ポスターの別
	審査の有無
	現在から順に発表年次をさかのぼり記入。
著者（全員の氏名を論文等と同一の順番で記載）、題目、発表した会議等名、場所、月・年の順に記載。
発表者に○印を付し、本報告書作成者の氏名に下線を付す。

	記入例

口頭発表
	記入例

審査なし
	記入例

早稲田太郎，○早稲田花子，「題名」，会議名，東京，2009年12月．

	
	
	


６．特許・受賞歴・獲得研究費等（２０１０年４月１日　～２０１１年３月３１日）
	特許については、申請中・公開中・取得を明記

	記入例

早稲田太郎，「賞の名称」，2008年10月．

	


